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【今週のポイント】 

・米リセッション（景気後退）観測が一段と高まるか 

・ECBは利下げか。その後のペースに関するヒントは？？ 

・司法制度改革案をめぐるメキシコ議会の動向 

 

8月の米雇用統計はやや弱め。前月比 14.2万人増で、市場予想（16.5万人増）を下回りました、雇用統

計を受けて FRBのウォラー理事が 9月の利下げを「予告」したこともあって、米ドル/円は一時 141円台

まで下落しました。 

 

9月 17-18日の米 FOMCに向けて市場の利下げ観測が一段と強まるかどうか。11日には米国の 8月

CPIが発表されます。インフレの鈍化が示された場合、利下げ観測が一段と高まりそうです。 

 

最も注目されるのが米大統領選挙での両候補による TV討論会。10日（日本時間 11日午前 10時開

始）に実施されます。最新の世論調査によれば、ハリス氏が支持率でトランプ氏を上回っていますが、差

はわずか。現時点で予定されている唯一の TV討論を受けて有権者の評価がどう変化するか、要注目

でしょう。 

 

両候補ともこれまではお互いを非難してきましたが、TV討論会では自身の政策に関する議論も活発化

しそう。どちらの候補が有権者の支持を得るでしょうか。 

 

12日には ECB（欧州中央銀行）の理事会が開催されます。6月に続いて利下げすると予想されていま

す。利下げが実施された場合、ラガルド総裁が記者会見で追加利下げに関してどんなヒントを出すかが

注目されます。＜西田＞ 
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FRB（米連邦準備制度理事会）は 17-18日に FOMCを開きます。市場は利下げが行われると予想して

おり、FOMCの焦点は利下げ幅（0.25％か 0.50％か）になっています。 

 

11日発表の米国の 8月 CPI（消費者物価指数）などを受けて、0.50％の利下げ観測が後退すれば、米

ドルが全般的に堅調に推移しそう。米ドル/カナダドルは上値を試し、一方で豪ドル/米ドルや NZ ドル/

米ドルは下値を試す展開になると考えられます。 

 

主要国の株価動向にも注目です。米国の景気減速への懸念などから主要国の株価が軟調に推移すれ

ば、リスクオフ（リスク回避）の動きが強まるとともに、クロス円に下押し圧力が加わるかもしれません。 

 

メキシコペソについては、司法制度改革をめぐるメキシコ議会の動きに要注意です。司法制度改革によ

って司法の独立性が脅かされると市場は懸念しており、それが足もとのメキシコペソ軟調の主な要因と

なっています。司法制度改革案は 4日に議会下院で承認されて、上院に送付されました。今週中に上院

で審議が始まるとの報道があります。司法制度改革案が成立に向けてさらに前進する場合、メキシコペ

ソに対する下押し圧力は一段と強まる可能性があります。＜八代＞ 

 

今週の注目通貨ペア①：＜米ドル/円 予想レンジ：141.500円～144.000円＞ 

市場は 9月 17-18日の FOMCでの利下げを確実視しています。注目はそれが 0.25％幅か 0.50％幅

か。09月 6日時点の CME（シカゴ・マーカンタイル取引所）の FedWatchによれば、0.25％利下げの確率

が 67％、0.50％利下げが 33％です。 

 

FOMC前の重要な経済指標が 8月 CPI（消費者物価指数）です。7月 CPIは総合が前年比 2.9％、食料

とエネルギーを除くコアが同 3.2％とインフレの落ち着きを示しました。市場予想は総合が前年比 2.6％、

コアが同 3.2％です。結果次第では FRBの利下げ観測に影響しそうです。 

 

米長期金利（10年物国債利回り）は 6日に一時 3.64％と、23年 6月以来の低水準をつけました。8月

CPIなどを受けて米長期金利が一段と低下するならば、米ドル/円に下落圧力が加わりそうです。 

＜西田＞ 

 

今週の注目通貨ペア②：＜ユーロ/米ドル 予想レンジ：1.08000 ドル～1.13000 ドル＞ 

12日の ECB理事会では 0.25％の利下げが確実視されています。注目は会合後の会見でラガルド総裁

が利下げペースに関してどんなヒントを出すか。6日時点の OIS（翌日物金利スワップ）に基づけば、市

場は 25年 6月までに計 1.5％（0.25％×6回）の利下げを予想しています。 

 

一方で、米 FRBに関しては、25年 6月までに 2.00％超の利下げを予想しています。市場予想が現実に

なれば、利下げペースは「ECB＜FRB」なので、ユーロ/米ドルには上昇圧力が加わりそうです。9月中旬

には FRBなどの中銀会合が控えており、それらを受けて金融政策の見通しがどう変化するか、要注目

でしょう。＜西田＞ 
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今週の注目通貨ペア③：＜豪ドル/NZ ドル 予想レンジ：1.07200NZ ドル～1.09000NZ ドル＞ 

豪ドル/NZ ドルは 8月 16日に一時 1.10515NZ ドルへ上昇した後に反落し、9月 6日には 1.07931NZ ド

ルへと下落する場面がありました。 

 

豪ドル/NZ ドルの為替レートは“豪ドル/米ドル÷NZ ドル/米ドル”で算出されます。市場の注目が FRB

の金融政策へと向かって米ドル主導の相場展開となるなか、足もとの豪ドル/NZ ドル下落は “豪ドル/

米ドルと NZ ドル/米ドルの変動幅の差”による影響が大きいと考えられます。 

 

今後、市場の関心が RBA（豪中銀）と RBNZ（NZ中銀）の金融政策にも向けば、豪ドル/NZ ドルは上昇

傾向に転じる可能性があります。RBAは 23年 11月に利上げを実施した後、政策金利を 4.35％に据え

置いており、「必要なら、追加利上げを行う」との姿勢です。RBNZ（NZ中銀）は 8月の政策会合で

0.25％の利下げを行ったうえ、「今後さらに利下げする可能性」を示しました。RBA と RBNZの金融政策

スタンスには違いがあります。＜八代＞ 

 

今週の注目通貨ペア④：＜米ドル/カナダドル 予想レンジ：1.34500 カナダドル～1.37000

カナダドル＞ 

BOC（カナダ中銀）は 9月 4日に政策会合を開き、0.25％利下げすることを決定。政策金利を 4.50％か

ら 4.25％へと引き下げました。利下げは 3会合連続です。 

 

マックレム BOC総裁は会合後の会見で、「インフレ率が 7月時点の予測におおむね沿って鈍化し続け

れば、政策金利のさらなる引き下げを予想するのが妥当だ」と述べ、追加利下げを示唆。マックレム総裁

はまた、今後発表されるデータとそれがインフレ見通しに与える影響を評価するとし、「必要なら、より大

幅な措置を講じる用意がある」とも述べました。BOCのこうした金融政策スタンスは、カナダドルにとって

マイナスと考えられます。 

 

米ドル/カナダドルについては、FRB（米連邦準備制度理事会）の金融政策も重要です。8月の CPI（11

日発表）など米経済指標の結果によって 9月 17-18日の米 FOMCでの 0.50％の利下げ観測が後退す

る場合（米ドルにとってプラス）、米ドル/カナダドルには上昇圧力が加わりそうです。＜八代＞ 
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＜執筆者＞ 

 

 

 

 

 

 

※当レポートは、情報提供を目的としたものであり、特定の商品の推奨あるいは特定の取引

の勧誘を目的としたものではありません。 

※当レポートに記載する相場見通しや売買戦略は、ファンダメンタル分析やテクニカル分析

などを用いた執筆者個人の判断に基づくものであり、予告なく変更になる場合があります。ま

た、相場の行方を保証するものではありません。お取引はご自身で判断いただきますようお

願いいたします。 

※当レポートのデータ情報等は信頼できると思われる各種情報源から入手したものですが、

当社はその正確性・安全性等を保証するものではありません。 

※相場の状況により、当社のレートとレポート内のレートが異なる場合があります。 
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当社サービスに関しての注意事項 

 

・取引開始にあたっては契約締結前書面をよくお読みになり、リスク・取引等の内容をご理解いただいた

上で、ご自身の判断にてお願いいたします。 

 

・当社の店頭外国為替証拠金取引、店頭 CFD 取引および取引所株価指数証拠金取引は、元本およ

び収益が保証されているものではありません。また、取引総代金に比較して少額の資金で取引を行うた

め、取引の対象となる金融商品の価格変動により、多額の利益となることもありますが、お客様が差し

入れた証拠金を上回る損失が生じるおそれもあります。また、各金融市場の閉鎖等、不可抗力と認めら

れる事由により店頭外国為替証拠金取引、店頭 CFD取引および取引所株価指数証拠金取引が不能と

なるおそれがあります。 

 

・店頭外国為替証拠金取引、店頭 CFD 取引における取引手数料は無料です。 

・取引所株価指数証拠金取引における委託手数料は注文が成立した日の取引終了後の値洗い処理終

了時に証拠金預託額より、新規および決済取引のそれぞれに徴収いたします。手数料額は、通常 1 枚

あたり片道 303 円（税込）、NY ダウリセット付証拠金取引および NASDAQ100 リセット付証拠金取引は 

1 枚あたり片道 33 円（税込）です（ただし、建玉整理における委託手数料は無料です）。 

 

・当社が提示するレートには、買値と売値に差（スプレッド）があります。流動性が低くなる場合や、天変

地異または戦争等による相場の急激な変動が生じた場合、スプレッドが広がることがあります。 

 

・店頭外国為替証拠金取引に必要な証拠金額は、個人のお客様の場合、取引総代金の 4%以上です。

法人のお客様の場合、取引総代金に、金融先物取引業協会が算出した通貨ペアごとの証拠金率（為替

リスク想定比率）を基に当社が算出した証拠金率を乗じた金額となります。為替リスク想定比率は、金融

商品取引業等に関する内閣府令第 117 条第 27 項第 1 号に規定される定量的計算モデルを用い算

出します。なお、証拠金率（為替リスク想定比率）は変動いたします。店頭 CFD 取引に必要な証拠金額

は、取引総代金の 10％です。取引所株価指数証拠金取引に必要な証拠金額は、商品ごとに当社が定

める 1 枚あたりの必要証拠金の額に建玉数量を乗じる一律方式により計算されますが、1 枚あたりの

必要証拠金額は変動いたします。 

 

----------------------------------------------------------- 

金融商品取引業 関東財務局長（金商）第 2797号 

【加入協会】日本証券業協会   一般社団法人 金融先物取引業協会 

株式会社マネースクエア 

----------------------------------------------------------- 

 

 

 


